
労 働 審 判 制 度 の 概 要

・個別労働関係事件の
　増加への対応

・労働関係の専門的な
　知識経験をいかした
　迅速・適正な紛争解
　決の促進
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○裁判官（労働審判官）１人と労働関係の専門的
　な知識経験を有する者（労働審判員）２人で組
　織する労働審判委員会で紛争処理
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○原則３回以内の期日で審理し、迅速に処理
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（労働審判は失効）
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○労働審判制度の趣旨

労　働　審　判


